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琴
南
地
区

　道
の
駅 

「
エ
ピ
ア
み
か
ど
」 

産
直
市 

『
清
流
の
里
』

おいしい安心、低価格

清流の里、産直市

とっても新鮮高原野菜

ま
ん
の
う
町
は

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

　
今
回
お
伺
い
し
た
の
は
、

徳
島
県
と
の
県
境
、
琴
南

に
位
置
す
る
道
の
駅
「
エ

ピ
ア
み
か
ど
」
に
隣
接
す

る
産
直
市〝
清
流
の
里
〞さ

ん
で
す
。
ま
ん
の
う
町
の

誇
る
温
浴
施
設
「
エ
ピ
ア

み
か
ど
」
と
と
も
に
21
年

前
、
平
成
11
年
３
月
に
旧

琴
南
町
美
合
地
区
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
と
地
元
農
家

の
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
地

元
の
人
を
中
心
に
年
間
延

べ
約
１
２
０
人
ほ
ど
が
品

入
れ
を
し
て
い
る
産
直
市

で
す
。
ウ
リ
は
、
な
ん
と

言
っ
て
も
地
元
で
収
穫
し

た
新
鮮
で
甘
み
の
あ
る
高

原
野
菜
の
数
々
、
高
地
で

丹
精
込
め
て
作
っ
た
「
島

が
峰
そ
ば
」
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
日
も
コ
ロ
ナ
禍
も
な
ん

の
そ
の
、
早
朝
よ
り
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
社
長
の
兼
若
順
二

さ
ん
と
共
に
、
立
ち

上
げ
時
か
ら
関
わ
っ

て
お
ら
れ
る
高
尾
幸

男
さ
ん
に
お
話
し
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

「
お
客
さ
ん
は
徳
島

の
人
が
多
い
か
な
。
発
足

当
時
は
22
名
程
い
た
社
員

も
高
齢
化
が
進
み
、
今
で

は
15
名
程
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
若
い
人
が
後
を

継
い
で
く
れ
れ
ば
い
い
の

だ
が
・
・
・
」

　
さ
わ
や
か
な
温
泉
の
あ

と
、
是
非
立
ち
寄
っ
て
み
て

下
さ
い
。
新
た
な
発
見
が

あ
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

　
７
月
11
日
（
木
）
長
尾
会

館
の
『
ま
ん
の
う
和
太
鼓
教

室
』
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

地
区
の
獅
子
舞
が
途
絶
え

て
、
子
供
の
頃
に
親
し
ん
だ

大
切
な
音
と
リ
ズ
ム
を
再

現
し
た
い
と
集
ま
っ
た
有

志
が
『
ま
ん
の
う
和
太
鼓
教

室
』を
立
上
げ
、月
２
回
、第

２
・
４
木
曜
日
に
練
習
を

し
て
い
ま
す
。指
導
者
の
野

中
先
生
は
関
西
で
プ
ロ
と

し
て
活
躍
。石
川
県
出
身
で

す
が
、
香
川
県
に
縁
が
あ
り

地
域
の
方
の
熱
い
気
持
ち

に
賛
同
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
和
太
鼓
教
室
の
会
員
募

集
を
す
る
と
４
月
の
体
験

教
室
に
10
名
が
、
５
月
開
講

で
は
６
名（
男
３
名
・
女
３

※

年
末
年
始
以
外
年
中
無
休

　
８
時
〜
17
時
オ
ー
プ
ン

　（
火
曜
日
８
時
〜
15
時)
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　新型コロナ感染拡大予防措置により、行事・イベント・諸会合の中止が相次ぐ中、
迎えた６月定例会はマスク着用のもと、12日間の会期で開催しました。

❶  議場のドア・窓の開放
❷  非接触型体温計にて毎日体温測定メディカルチェック
❸  亜塩素酸水を噴霧器にて散布
❹  長時間にわたる狭い密閉空間の会議を止め進行を短縮し休憩
❺  住民の皆様への傍聴自粛の呼びかけ

　このように議会として感染予防対策を実施いたしました。
　これまで経験したことのない 100 年に一度の疫病、目に見えない敵との闘いが続くなか、試行
錯誤し最良の対策を導き出しております。議会人として第一義に優先すべき事は、全議員が日常的に
規則正しい生活を送り自分自身の健康管理に万全を期して、住民の安心・安全を守るべき立場の
議員自らが、感染しないことであると考えております。

まんのう町議会もコロナ感染症に配慮しました

新たな議会構成になりました
議
長
あ
い
さ
つ

　
去
る
、
４
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
令
和

２
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
第
７
代
ま

ん
の
う
町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
来
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
経
済
危
機
は
瞬
く
間
に
世

界
中
を
駆
け
巡
り
本
町
の
経
済
に
も
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
町
民
生
活
や
雇
用
情
勢
に

大
き
な
影
を
落
と
し
憂
慮
す
べ
き
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
議
会
と
致
し
ま
し
て
は
現
在
一

日
も
早
い
回
復
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ん
の
う
町
議
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
町
民
の

声
に
耳
を
傾
け
、
町
の
発
展
と
安
全
安
心
で
住

み
よ
い
町
づ
く
り
に
向
け
一
致
団
結
し
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議　長
大西  　樹

副議長
合田　正夫

まんのう町議会常任委員会名簿　他

委員長
大西　　豊
副委員長
白川　正樹
委　員

川原　茂行
三好　勝利
三好　郁雄
川西米希子

委員長
川原　茂行
副委員長
白川　皆男
委　員

三好　勝利
田岡　秀俊
竹林　昌秀

委員長
川西米希子
副委員長
白川　正樹
委　員

合田　正夫
小山　直樹
鈴木　崇容

委員長
三好　郁雄
副委員長
常包　 恵
委　員

大西　　豊
松下　一美
京兼　愛子
大西　　樹

総務常任委員会 教育民生常任委員会 建設経済常任委員会 議会運営委員会

委員長
鈴木　崇容
副委員長
常包　 恵
委　員

白川　皆男
田岡　秀俊
京兼　愛子
小山　直樹

会　長
松下　一美
副会長

大西　　豊
川西米希子
竹林　昌秀
京兼　愛子

議員選出

田岡　秀俊

議員

大西　　樹
合田　正夫
白川　皆男

議員

大西　　樹
議員

川原　茂行

議員

川西米希子

議員

大西　　樹
三好　郁雄

仲多度南部消防組合

香川県広域水道
企業団議員

香川県後期高齢者
医療広域連合

香川県中部競艇
事業組合

監査委員

中讃広域行政事務組合

議  員  会 議会広報特別委員会

議会構成決定議会構成決定
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令和２年６月補正予算（概算）
会　計　名 補 正 額（追加） 予 算 総 額

一  　般  　会  　計 6億5,000万円 142億5,000万円

国  民  健  康  保  険
特  　別　  会　  計 100万円 22億7,000万円

第１回臨時会　令和２年４月補正予算（概算）
会　計　名 補 正 額（追加） 予 算 総 額

一  　般  　会  　計 19億5,000万円 136億円

項　目 内　　　容 予算額（対象人数）

新型コロナウイルスに対する
　　　まんのう町の対策

４月臨時会で決定！

項　目 内　　　容 予算額（対象人数）

６月定例会で決定！
２次独自施策事業 新型コロナウイルス感染症対策

１次独自施策事業 新型コロナウイルス感染症対策

　国の第2次補正予算で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の
追加が決定しました。まんのう町へも第1次（約1億1,240万円）を上回る配分が
想定されます。議会として、町民（企業）の皆さんのご意見を基に効果的でタイムリーな
施策の実現に努力します。

事 業 者 支 援

子 育 て 支 援

〃

〃

〃

県休業協力金受給者へ県の半額

児童手当対象の子ども一人 2万円

児童扶養手当対象の子ども一人 1万円

特別児童扶養手当対象の子ども一人 1万円

中学生修学旅行の増加費用を補助

4,800万円

230万円

35万円

300万円

400万円

（2400人）

（230人）

（35人）

（150人）

子 育 て 支 援

〃

事 業 者 支 援
生 活 支 援

町奨学生の学生一人 5万円

要保護・準要保護援助費、特別支援援助費
受給者の子ども一人 1万円

30%スーパープレミアム商品券
（一人2万円まで、使用期限来年1月末）

25万円

200万円

（5人）

（200人）

５億1,263万円

令
和
２
年
６
月
定
例
会

　
町
税
条
例
、
町
国
民
健
康
保
険
条
例
、
町
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）な
ど
７
議
案
を
原
案
通
り
可
決
・
承
認
し
た
。

開
催
期
間
　
６
月
１
日
〜
６
月
12
日
（
12
日
間
）

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会

　
第
１
回
臨
時
会
を
４
月
27
日
に
開
き
、
専
決
処
分
３
議
案

の
承
認
と
監
査
委
員（
議
員
選
出
委
員
）選
任
を
同
意
し
た
。

ま
た
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
る
議
会
構
成
の
改
選
を
行
い
、
新

た
に
正
副
議
長
を
選
任
し
各
議
員
の
所
属
委
員
会
の
変
更
と

議
会
選
出
各
種
委
員
等
の
選
出
を
行
っ
た
。

開
催
期
間
　
４
月
27
日
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特  　別　  会　  計 100万円 22億7,000万円

第１回臨時会　令和２年４月補正予算（概算）
会　計　名 補 正 額（追加） 予 算 総 額

一  　般  　会  　計 19億5,000万円 136億円

項　目 内　　　容 予算額（対象人数）

新型コロナウイルスに対する
　　　まんのう町の対策

４月臨時会で決定！

項　目 内　　　容 予算額（対象人数）

６月定例会で決定！
２次独自施策事業 新型コロナウイルス感染症対策

１次独自施策事業 新型コロナウイルス感染症対策

　国の第2次補正予算で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の
追加が決定しました。まんのう町へも第1次（約1億1,240万円）を上回る配分が
想定されます。議会として、町民（企業）の皆さんのご意見を基に効果的でタイムリーな
施策の実現に努力します。

事 業 者 支 援

子 育 て 支 援

〃

〃

〃

県休業協力金受給者へ県の半額

児童手当対象の子ども一人 2万円

児童扶養手当対象の子ども一人 1万円

特別児童扶養手当対象の子ども一人 1万円

中学生修学旅行の増加費用を補助

4,800万円

230万円

35万円

300万円

400万円

（2400人）

（230人）

（35人）

（150人）

子 育 て 支 援

〃

事 業 者 支 援
生 活 支 援

町奨学生の学生一人 5万円

要保護・準要保護援助費、特別支援援助費
受給者の子ども一人 1万円

30%スーパープレミアム商品券
（一人2万円まで、使用期限来年1月末）

25万円

200万円

（5人）

（200人）

５億1,263万円

令
和
２
年
６
月
定
例
会

　
町
税
条
例
、
町
国
民
健
康
保
険
条
例
、
町
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）な
ど
７
議
案
を
原
案
通
り
可
決
・
承
認
し
た
。

開
催
期
間
　
６
月
１
日
〜
６
月
12
日
（
12
日
間
）

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会

　
第
１
回
臨
時
会
を
４
月
27
日
に
開
き
、
専
決
処
分
３
議
案

の
承
認
と
監
査
委
員（
議
員
選
出
委
員
）選
任
を
同
意
し
た
。

ま
た
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
る
議
会
構
成
の
改
選
を
行
い
、
新

た
に
正
副
議
長
を
選
任
し
各
議
員
の
所
属
委
員
会
の
変
更
と

議
会
選
出
各
種
委
員
等
の
選
出
を
行
っ
た
。

開
催
期
間
　
４
月
27
日
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●
令
和
２
年

６
月
定
例
会
　 

【
即
決
案
件
】

【
議
案
第
１
号
】 

専
決
処
分
の
承
認
（
町
税
条
例

の
一
部
改
正
） 

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
一
定
以

上
収
入
が
減
少
し
た
場
合
、
町
税
の

徴
収
猶
予
が
で
き
る
等
の
条
例
改
正

を
し
た
。
　

【
議
案
第
８
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

令
和
２
年
度
高
篠
公
民
館
整
備

工
事（
建
築
） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
ま
ん
の
う
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
代
表
者
　
株
式
会
社
　
七
箇
工
業

　
代
表
取
締
役
　
　
　
　
山
下
美
博

〈
契
約
金
額
〉

　
　
　
　
　
金
２
億
６
１
８
０
万
円

【
議
案
第
９
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

令
和
２
年
度
町
火
葬
場
増
築
及

び
改
修
工
事（
建
築
） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
株
式
会
社
　
ヒ
カ
リ

　
代
表
取
締
役
　
　
　
池
田
　
孝
道

〈
契
約
金
額
〉

　
　
　
　
　      

金
８
３
６
０
万
円

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
工
事
用
地
に
吉
野
財
産
区

の
土
地
は
含
ま
れ
る
か
。
周
辺
自
治

会
へ
説
明
、
協
議
は
行
っ
た
か
。

【
執
行
部
】町
有
地
の
中
で
施
工
す
る
。

建
設
当
初
の
協
議
を
再
確
認
し
、
地

元
の
理
解
を
得
て
い
く
。

※可－可決　否－否決　○賛成　×－反対　欠－欠席
※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。（議長　議席番号１6番）

議案の採決結果
賛否の分かれた議案に対して、各議員の議決の結果は下記の通りです。

【
付
託
案
件
】

【
議
案
第
３
号
】 

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
緊
急
対
応
策
と
し
て
、

　
執
行
部
に
必
要
な
書
類
の
提
出

と
詳
細
な
説
明
を
求
め
、
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

申請忘れはありませんか

待合室の増築工事

【
議
案
第
１
号
】 

専
決
処
分
の
承
認

（
町
税
条
例
の
一
部
改
正
） 

　
　

　
地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、
所
有
者

不
明
土
地
の
使
用
者
に
固
定
資
産
税

を
課
税
す
る
等
の
条
例
改
正
し
た
。

【
議
案
第
２
号
】 

令
和
２
年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
案
）（
第
１
号
） 

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
19
億
５
８

０
８
万
９
千
円
増
額
し
、
予
算
総

額
を
１
３
６
億
６
０
８
万
９
千
円

と
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
連

事
業
と
し
て
、
国
の
補
助
事
業
（
特

別
定
額
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
な
ど
）
及
び
町
単
独
事

業
（
子
育
て
世
帯
へ
の
上
乗
せ
給
付

金
、
中
学
生
修
学
旅
行
の
増
額
分
補

●
令
和
２
年

第
１
回
臨
時
会
　 

【
報
告
】

【
即
決
案
件
】

【
報
告
第
１
号
】 

専
決
処
分
の
報
告

（
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
） 

　
国
民
健
康
保
険
税
課
税
限
度
額
引

き
上
げ
等
の
条
例
改
正
を
、地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分
し
た
。

【
報
告
第
２
号
】 

専
決
処
分
の
報
告

（
滞
納
保
育
料
等
の
請
求
事
件
） 

　
保
育
料
の
滞
納
者
に
対
し
、
支
払

督
促
の
申
し
立
て
を
善
通
寺
簡
易
裁

判
所
に
行
っ
た
。

【
選
挙
】 

議
長
選
挙（
投
票
）結
果 

当
　  

大
西
　
　
樹
　
　
　
　
７
票

　
　  

白
川
　
正
樹
　
　
　
　
７
票

　
　  

松
下
　
一
美
　
　
　
　
１
票

　
　  ※

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
く
じ
引
き

　
　  ※

竹
林
議
員
は
義
父
の
葬
儀
に
よ
り
欠
席

副
議
長
選
挙（
指
名
推
選
） 

当
　  

合
田
　
正
夫

助
金
、
事
業
所
へ
の
休
業
支
援
金
な

ど
）
を
決
定
し
た
。

○○

【
議
案
第
３
号
】 

監
査
委
員
選
任
の
同
意

（
議
員
選
出
） 

　
　
　
　
　
　  
田
岡
　
秀
俊
　
氏

【
選
挙
第
１
号
】 

ま
ん
の
う
町
外
三
ヶ
市
町
山
林

組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

（
指
名
推
選
）  

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
い
ず
み
　      

ひ
ろ
み

〇
七
箇
・
塩
入
　
和
泉
　
博
美
　
氏

【
選
挙
第
２
号
】 

ま
ん
の
う
町
外
三
ヶ
市
町
（
七
箇

地
区
）
山
林
組
合
議
会
議
員
の

補
欠
選
挙
（
指
名
推
選
）  

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
い
ず
み
　      

ひ
ろ
み

〇
七
箇
・
塩
入
　
和
泉
　
博
美
　
氏

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
今
回
の
契
約
に
設
備
工
事

は
入
っ
て
い
る
の
か
。
別
途
工
事
も

一
緒
に
説
明
を
求
め
る
。

【
執
行
部
】
議
案
の
契
約
は
本
体
工

事
だ
け
で
、
空
調
工
事
、
電
気
工
事
、

給
排
水
工
事
は
別
途
契
約
し
て
い
る
。

ほ
か

ほ
か
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●
令
和
２
年

６
月
定
例
会
　 

【
即
決
案
件
】

【
議
案
第
１
号
】 

専
決
処
分
の
承
認
（
町
税
条
例

の
一
部
改
正
） 

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
一
定
以

上
収
入
が
減
少
し
た
場
合
、
町
税
の

徴
収
猶
予
が
で
き
る
等
の
条
例
改
正

を
し
た
。
　

【
議
案
第
８
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

令
和
２
年
度
高
篠
公
民
館
整
備

工
事（
建
築
） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
ま
ん
の
う
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
代
表
者
　
株
式
会
社
　
七
箇
工
業

　
代
表
取
締
役
　
　
　
　
山
下
美
博

〈
契
約
金
額
〉

　
　
　
　
　
金
２
億
６
１
８
０
万
円

【
議
案
第
９
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

令
和
２
年
度
町
火
葬
場
増
築
及

び
改
修
工
事（
建
築
） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
株
式
会
社
　
ヒ
カ
リ

　
代
表
取
締
役
　
　
　
池
田
　
孝
道

〈
契
約
金
額
〉

　
　
　
　
　      

金
８
３
６
０
万
円

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
工
事
用
地
に
吉
野
財
産
区

の
土
地
は
含
ま
れ
る
か
。
周
辺
自
治

会
へ
説
明
、
協
議
は
行
っ
た
か
。

【
執
行
部
】町
有
地
の
中
で
施
工
す
る
。

建
設
当
初
の
協
議
を
再
確
認
し
、
地

元
の
理
解
を
得
て
い
く
。

※可－可決　否－否決　○賛成　×－反対　欠－欠席
※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。（議長　議席番号１6番）

議案の採決結果
賛否の分かれた議案に対して、各議員の議決の結果は下記の通りです。

【
付
託
案
件
】

【
議
案
第
３
号
】 

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
緊
急
対
応
策
と
し
て
、

　
執
行
部
に
必
要
な
書
類
の
提
出

と
詳
細
な
説
明
を
求
め
、
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

申請忘れはありませんか

待合室の増築工事

【
議
案
第
１
号
】 

専
決
処
分
の
承
認

（
町
税
条
例
の
一
部
改
正
） 

　
　

　
地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、
所
有
者

不
明
土
地
の
使
用
者
に
固
定
資
産
税

を
課
税
す
る
等
の
条
例
改
正
し
た
。

【
議
案
第
２
号
】 

令
和
２
年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
案
）（
第
１
号
） 

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
19
億
５
８

０
８
万
９
千
円
増
額
し
、
予
算
総

額
を
１
３
６
億
６
０
８
万
９
千
円

と
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
連

事
業
と
し
て
、
国
の
補
助
事
業
（
特

別
定
額
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
な
ど
）
及
び
町
単
独
事

業
（
子
育
て
世
帯
へ
の
上
乗
せ
給
付

金
、
中
学
生
修
学
旅
行
の
増
額
分
補

●
令
和
２
年

第
１
回
臨
時
会
　 

【
報
告
】

【
即
決
案
件
】

【
報
告
第
１
号
】 

専
決
処
分
の
報
告

（
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
） 

　
国
民
健
康
保
険
税
課
税
限
度
額
引

き
上
げ
等
の
条
例
改
正
を
、地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分
し
た
。

【
報
告
第
２
号
】 

専
決
処
分
の
報
告

（
滞
納
保
育
料
等
の
請
求
事
件
） 

　
保
育
料
の
滞
納
者
に
対
し
、
支
払

督
促
の
申
し
立
て
を
善
通
寺
簡
易
裁

判
所
に
行
っ
た
。

【
選
挙
】 

議
長
選
挙（
投
票
）結
果 

当
　  

大
西
　
　
樹
　
　
　
　
７
票

　
　  

白
川
　
正
樹
　
　
　
　
７
票

　
　  

松
下
　
一
美
　
　
　
　
１
票

　
　  ※

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
く
じ
引
き

　
　  ※

竹
林
議
員
は
義
父
の
葬
儀
に
よ
り
欠
席

副
議
長
選
挙（
指
名
推
選
） 

当
　  

合
田
　
正
夫

助
金
、
事
業
所
へ
の
休
業
支
援
金
な

ど
）
を
決
定
し
た
。

○○

【
議
案
第
３
号
】 

監
査
委
員
選
任
の
同
意

（
議
員
選
出
） 

　
　
　
　
　
　  

田
岡
　
秀
俊
　
氏

【
選
挙
第
１
号
】 

ま
ん
の
う
町
外
三
ヶ
市
町
山
林

組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

（
指
名
推
選
）  

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
い
ず
み
　      

ひ
ろ
み

〇
七
箇
・
塩
入
　
和
泉
　
博
美
　
氏

【
選
挙
第
２
号
】 

ま
ん
の
う
町
外
三
ヶ
市
町
（
七
箇

地
区
）
山
林
組
合
議
会
議
員
の

補
欠
選
挙
（
指
名
推
選
）  

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
い
ず
み
　      

ひ
ろ
み

〇
七
箇
・
塩
入
　
和
泉
　
博
美
　
氏

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
今
回
の
契
約
に
設
備
工
事

は
入
っ
て
い
る
の
か
。
別
途
工
事
も

一
緒
に
説
明
を
求
め
る
。

【
執
行
部
】
議
案
の
契
約
は
本
体
工

事
だ
け
で
、
空
調
工
事
、
電
気
工
事
、

給
排
水
工
事
は
別
途
契
約
し
て
い
る
。

ほ
か

ほ
か
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議  

員  

名

令和２年６月定例議会　（会期：令和２年６月１日～12日）

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　議　案　名　等　　　　　　

議席番号 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
関
連
ペ
ー
ジ

賛
　
成

反
　
対

議
決
結
果

大
西
　
　
樹

鈴
木
　
崇
容

常
包
　
　
恵

小
山
　
直
樹

京
兼
　
愛
子

竹
林
　
昌
秀

川
西
米
希
子

田
岡
　
秀
俊

合
田
　
正
夫

三
好
　
郁
雄

白
川
　
正
樹

白
川
　
皆
男

松
下
　
一
美

三
好
　
勝
利

大
西
　
　
豊

川
原
　
茂
行

議　案
第３号 町国民健康保険条例の一部改正 14 １ 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ P7
議　案
第５号 町一般会計補正予算（案）（第２号） 14 １ 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ P9



町内で買物しよう

商
工
費

【
委
員
】
商
品
券
の
引
き
換
え
は
い

つ
頃
の
予
定
か
。

【
執
行
部
】
広
報
７
月
号
に
掲
載
し
、

８
月
末
か
ら
９
月
を
予
定
。
商
品
券

は
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
で
、
町
に
住

所
が
あ
る
者
が
購
入
で
き
る
。
一
人

２
万
円
限
度
（
２
万
円
で
、
２
万
６

千
円
の
商
品
券
と
交
換
）
で
短
期
的

な
経
済
効
果
を
狙
い
、
使
用
期
限
を

来
年
１
月
末
ま
で
と
し

て
い
る
。
　

【
委
員
】
大
半
が
、
大

型
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
使
わ
れ
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
る
。

【
執
行
部
】
美
容
室
、

理
容
店
、
飲
食
店
な
ど

町
内
の
い
ろ
い
ろ
な
事

業
所
で
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
委
員
】
売
れ
残
っ
た

と
き
は
ど
う
す
る
の

か
。

【
執
行
部
】
申
し
込
み

締
め
切
り
後
に
対
応
を

考
え
る
。

討

　

 
論

【
反
対
】
小
山
直
樹
議
員

　

　
ま
ん
の
う
町
の
第
２
次
の
コ

ロ
ナ
対
策
予
算
案
で
問
題
な
の

は
、
全
て
の
町
民
が
利
用
す
る

こ
と
を
前
提
に
、
大
半
の
予
算

を
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
事
業
費
に
充
て
て
い
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
に

も
無
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
他
の
市
町
村
の
施
策
を
参
考

に
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た
き
め

の
細
か
い
支
援
策
を
望
む
。

　
よ
っ
て
、
不
十
分
な
予
算
で

あ
り
、
反
対
す
る
。

【
賛
成
】
松
下
一
美
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策

と
し
て
、
30
％
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
は
、
町
内
事
業

者
支
援
と
し
て
総
額
５
億
１
２

６
３
万
円
と
高
額
で
は
あ
る
が
、

町
内
消
費
が
増
え
、
多
く
の
町

民
支
援
に
繋
が
る
た
め
、
賛
成

す
る
。

【
委
員
】
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
の
事

例
は
。

【
執
行
部
】
県
下
で
は
、
今
の
と
こ

ろ
聞
い
て
い
な
い
。

教
育
費

【
委
員
】
小
学
校
１
年
生
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
必
要
な
の
か
。

【
執
行
部
】
段
階
を
追
っ
て
指
導
し

て
い
く
こ
と
が
原
則
で
、
小
学
１
年

生
か
ら
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
。
　

総
務
常
任
委
員
会

【
議
案
第
２
号
】 

　

町
税
条
例
の
一
部
改
正  

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
ひ

と
り
親
控
除
の
改
善
、
葉
巻
た
ば
こ

の
換
算
変
更
等
の
た
め
税
条
例
を
一

部
改
正
し
た
。

 【
議
案
第
５
号
】 

　

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）

（
第
２
号
）  

●
主
な
質
疑
と
答
弁

総
務
費

【
委
員
】
ウ
ェ
ブ
会
議
導
入
時
期
は

い
つ
頃
か
。

【
執
行
部
】
機
材
の
調
達
が
で
き
な

い
状
態
だ
が
、早
急
に
発
注
し
た
い
。

衛
生
費

【
委
員
】
空
間
除
菌
装
置
設
置
に
あ

た
り
、
次
亜
塩
素
酸
水
の
噴
霧
は
推

奨
さ
れ
て
い
な
い
。

【
執
行
部
】
最
近
、
体
に
良
く
な
い

と
い
う
報
告
も
あ
り
、
今
回
は
人
体

に
安
全
な
も
の
を
検
討
す
る
。

【
議
案
第
４
号
】 

　

町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

原
因
で
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、
保
険
者
で

あ
る
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ

る
。
そ
れ
に
伴
う
申
請
書
の
受
付
事

務
を
本
町
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、町
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

【
議
案
第
６
号
】 

　

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
案
）（
第
１
号
） 

　

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
億
２
７

６
０
万
円
と
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

【
議
案
第
７
号
】 

町
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
）（
案
）（
第
１
号
） 

　
下
水
道
事
業
を
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
に
移
行
（
令
和
５
年
度

ま
で
に
）
す
る
た
め
に
、
公
営
企
業

法
適
用
支
援
業
務
と
し
て
今
年
度
と

来
年
度
で
１
９
０
０
万
円
を
限
度
額

と
す
る
債
務
負
担
行
為
を
定
め
る
。

な
お
、
今
年
度
は
約
１
１
０
０
万
円

で
固
定
資
産
台
帳
整
理
を
行
う
予
定

で
あ
る
。  

※

債
務
負
担
行
為

　
複
数
年
契
約
等
で
発
生
す
る
支
出
の
負
担
を

　
設
定
す
る
行
為

【
委
員
】
債
務
負
担
行
為
と
す
る
理

由
は
何
か
。

【
執
行
部
】
２
か
年
契
約
と
な
る
た

め
分
離
出
来
な
い
。
過
去
の
膨
大
な

紙
ベ
ー
ス
の
台
帳
等
を
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
化
し
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
作

業
が
１
年
間
で
は
難
し
い
。

【
委
員
】
水
道
事
業
の
よ
う
に
下
水

道
事
業
も
県
下
統
合
を
検
討
し
て

は
。

【
執
行
部
】そ
う
い
う
意
見
も
上
が
っ

て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
ま
ん
の
う

町
単
独
で
下
水
道
事
業
を
運
営
し
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。

※

討

　

 

論

【
反
対
】
小
山
直
樹
議
員

　

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
っ

て
国
民
健
康
保
険
に
傷
病
手
当

を
適
用
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
問
題
な
の
は
「
被
用
者
に
限

る
」
と
の
条
件
が
入
っ
て
お
り
、

個
人
事
業
主
は
対
象
外
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
平

等
を
図
る
た
め
に
は
、「
被
用
者

に
限
る
」
と
の
条
件
は
除
く
べ
き

で
す
。

【
賛
成
】
白
川
正
樹
議
員

　

　
町
の
国
民
健
康
保
険
は
、国
民

医
療
だ
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
全

体
が
同
じ
制
度
の
も
と
で
運
用
さ

れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。町
の

説
明
に
よ
る
と
個
人
事
業
主
の
青

色
事
業
専
従
者
と
白
色
事
業
専

従
者
も
対
象
に
な
る
。本
議
案
の

傷
病
手
当
の
給
付
に
は
対
象
者
の

範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
が
必
要

で
、対
象
範
囲
、及
び
給
付
要
件
は

適
正
で
あ
る
。

「
国
民
健
康
保
険
」に
お
い
て
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
す
る

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当
を
支

給
す
る
市
町
村
に
対
し
、支
給
額
全

額
に
つ
い
て
国
が
特
定
的
な
財
政
支

援
を
行
う
と
の
決
定
が
さ
れ
た
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
被
用

者
（
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

方
）
が
、
就
労
す
る
こ
と
が
出
来
ず

給
与
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
、
支

給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
傷
病
手
当
金

を
支
給
で
き
る
よ
う
に
町
条
例
の
一

部
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
傷
病
手
当
は
「
被
用
者
に

限
る
」
と
し
、
個
人
事
業
主
は
対
象

外
だ
。
不
平
等
で
は
な
い
か
。

【
執
行
部
】
被
用
者
の
傷
病
手
当
は

全
額
を
国
が
負
担
す
る
が
、
個
人
事

業
主
に
は
無
い
。
自
己
財
源
が
必
要

で
保
険
料
の
増
額
に
つ
な
が
る
の
で

対
応
で
き
な
い
。

【
委
員
】
対
象
と
な
る
被
用
者
数
は

い
く
ら
を
試
算
し
て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】
10
人
程
度
と
試
算
し
て

い
る
。
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町内で買物しよう

商
工
費

【
委
員
】
商
品
券
の
引
き
換
え
は
い

つ
頃
の
予
定
か
。

【
執
行
部
】
広
報
７
月
号
に
掲
載
し
、

８
月
末
か
ら
９
月
を
予
定
。
商
品
券

は
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
で
、
町
に
住

所
が
あ
る
者
が
購
入
で
き
る
。
一
人

２
万
円
限
度
（
２
万
円
で
、
２
万
６

千
円
の
商
品
券
と
交
換
）
で
短
期
的

な
経
済
効
果
を
狙
い
、
使
用
期
限
を

来
年
１
月
末
ま
で
と
し

て
い
る
。
　

【
委
員
】
大
半
が
、
大

型
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
使
わ
れ
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
る
。

【
執
行
部
】
美
容
室
、

理
容
店
、
飲
食
店
な
ど

町
内
の
い
ろ
い
ろ
な
事

業
所
で
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
委
員
】
売
れ
残
っ
た

と
き
は
ど
う
す
る
の

か
。

【
執
行
部
】
申
し
込
み

締
め
切
り
後
に
対
応
を

考
え
る
。

討

　

 

論

【
反
対
】
小
山
直
樹
議
員

　

　
ま
ん
の
う
町
の
第
２
次
の
コ

ロ
ナ
対
策
予
算
案
で
問
題
な
の

は
、
全
て
の
町
民
が
利
用
す
る

こ
と
を
前
提
に
、
大
半
の
予
算

を
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
事
業
費
に
充
て
て
い
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
に

も
無
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
他
の
市
町
村
の
施
策
を
参
考

に
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た
き
め

の
細
か
い
支
援
策
を
望
む
。

　
よ
っ
て
、
不
十
分
な
予
算
で

あ
り
、
反
対
す
る
。

【
賛
成
】
松
下
一
美
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策

と
し
て
、
30
％
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
は
、
町
内
事
業

者
支
援
と
し
て
総
額
５
億
１
２

６
３
万
円
と
高
額
で
は
あ
る
が
、

町
内
消
費
が
増
え
、
多
く
の
町

民
支
援
に
繋
が
る
た
め
、
賛
成

す
る
。

【
委
員
】
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
の
事

例
は
。

【
執
行
部
】
県
下
で
は
、
今
の
と
こ

ろ
聞
い
て
い
な
い
。

教
育
費

【
委
員
】
小
学
校
１
年
生
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
必
要
な
の
か
。

【
執
行
部
】
段
階
を
追
っ
て
指
導
し

て
い
く
こ
と
が
原
則
で
、
小
学
１
年

生
か
ら
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
。
　

総
務
常
任
委
員
会

【
議
案
第
２
号
】 

　

町
税
条
例
の
一
部
改
正  

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
ひ

と
り
親
控
除
の
改
善
、
葉
巻
た
ば
こ

の
換
算
変
更
等
の
た
め
税
条
例
を
一

部
改
正
し
た
。

 【
議
案
第
５
号
】 

　

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）

（
第
２
号
）  

●
主
な
質
疑
と
答
弁

総
務
費

【
委
員
】
ウ
ェ
ブ
会
議
導
入
時
期
は

い
つ
頃
か
。

【
執
行
部
】
機
材
の
調
達
が
で
き
な

い
状
態
だ
が
、早
急
に
発
注
し
た
い
。

衛
生
費

【
委
員
】
空
間
除
菌
装
置
設
置
に
あ

た
り
、
次
亜
塩
素
酸
水
の
噴
霧
は
推

奨
さ
れ
て
い
な
い
。

【
執
行
部
】
最
近
、
体
に
良
く
な
い

と
い
う
報
告
も
あ
り
、
今
回
は
人
体

に
安
全
な
も
の
を
検
討
す
る
。

【
議
案
第
４
号
】 

　

町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

原
因
で
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、
保
険
者
で

あ
る
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ

る
。
そ
れ
に
伴
う
申
請
書
の
受
付
事

務
を
本
町
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、町
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

【
議
案
第
６
号
】 

　

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
案
）（
第
１
号
） 

　

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
億
２
７

６
０
万
円
と
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

【
議
案
第
７
号
】 

町
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
）（
案
）（
第
１
号
） 

　
下
水
道
事
業
を
特
別
会
計
か
ら
公

営
企
業
会
計
に
移
行
（
令
和
５
年
度

ま
で
に
）
す
る
た
め
に
、
公
営
企
業

法
適
用
支
援
業
務
と
し
て
今
年
度
と

来
年
度
で
１
９
０
０
万
円
を
限
度
額

と
す
る
債
務
負
担
行
為
を
定
め
る
。

な
お
、
今
年
度
は
約
１
１
０
０
万
円

で
固
定
資
産
台
帳
整
理
を
行
う
予
定

で
あ
る
。  

※

債
務
負
担
行
為

　
複
数
年
契
約
等
で
発
生
す
る
支
出
の
負
担
を

　
設
定
す
る
行
為

【
委
員
】
債
務
負
担
行
為
と
す
る
理

由
は
何
か
。

【
執
行
部
】
２
か
年
契
約
と
な
る
た

め
分
離
出
来
な
い
。
過
去
の
膨
大
な

紙
ベ
ー
ス
の
台
帳
等
を
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
化
し
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
作

業
が
１
年
間
で
は
難
し
い
。

【
委
員
】
水
道
事
業
の
よ
う
に
下
水

道
事
業
も
県
下
統
合
を
検
討
し
て

は
。

【
執
行
部
】そ
う
い
う
意
見
も
上
が
っ

て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
ま
ん
の
う

町
単
独
で
下
水
道
事
業
を
運
営
し
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。

※

討

　

 

論

【
反
対
】
小
山
直
樹
議
員

　

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
っ

て
国
民
健
康
保
険
に
傷
病
手
当

を
適
用
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
問
題
な
の
は
「
被
用
者
に
限

る
」
と
の
条
件
が
入
っ
て
お
り
、

個
人
事
業
主
は
対
象
外
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
平

等
を
図
る
た
め
に
は
、「
被
用
者

に
限
る
」
と
の
条
件
は
除
く
べ
き

で
す
。

【
賛
成
】
白
川
正
樹
議
員

　

　
町
の
国
民
健
康
保
険
は
、国
民

医
療
だ
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
全

体
が
同
じ
制
度
の
も
と
で
運
用
さ

れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。町
の

説
明
に
よ
る
と
個
人
事
業
主
の
青

色
事
業
専
従
者
と
白
色
事
業
専

従
者
も
対
象
に
な
る
。本
議
案
の

傷
病
手
当
の
給
付
に
は
対
象
者
の

範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
が
必
要

で
、対
象
範
囲
、及
び
給
付
要
件
は

適
正
で
あ
る
。

「
国
民
健
康
保
険
」に
お
い
て
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
す
る

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当
を
支

給
す
る
市
町
村
に
対
し
、支
給
額
全

額
に
つ
い
て
国
が
特
定
的
な
財
政
支

援
を
行
う
と
の
決
定
が
さ
れ
た
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
被
用

者
（
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

方
）
が
、
就
労
す
る
こ
と
が
出
来
ず

給
与
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
、
支

給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
傷
病
手
当
金

を
支
給
で
き
る
よ
う
に
町
条
例
の
一

部
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
傷
病
手
当
は
「
被
用
者
に

限
る
」
と
し
、
個
人
事
業
主
は
対
象

外
だ
。
不
平
等
で
は
な
い
か
。

【
執
行
部
】
被
用
者
の
傷
病
手
当
は

全
額
を
国
が
負
担
す
る
が
、
個
人
事

業
主
に
は
無
い
。
自
己
財
源
が
必
要

で
保
険
料
の
増
額
に
つ
な
が
る
の
で

対
応
で
き
な
い
。

【
委
員
】
対
象
と
な
る
被
用
者
数
は

い
く
ら
を
試
算
し
て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】
10
人
程
度
と
試
算
し
て

い
る
。
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２
月
19
日
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
業
務
に
つい
て
研
修
し
た
。

　
小
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
ふ

れ
あ
い
の
場
作
り
の
支
援
、
居
場

所
を
運
営
す
る
人
材
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）育
成
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
等

の
地
域
見
守
り
活
動
、
成
年
後

見
事
業
な
ど
私
た
ち
が
ま
ん
の

う
町
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
の
様
々
な
支
援
活
動
が

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。地
域
の
民

生
委
員
、福
祉
委
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
力
を
借
り
て
、
行
政

の
手
が
行
き
届
き
に
く
い
所
を

埋
め
て
く
れ
る
「
元
気
ふ
れ
あ
い

ほ
っ
と
安
心
」
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
改
め
て
感
謝
し
た
。

Report 　予防接種　GIGAスクール　スポーツセンターまんのう　公共施設　増築内容　人員増員　

▲

【
委
員
】一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
の
点
検
結
果
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

【
総
務
課
長
】漏
電
の
恐
れ
が
あ

る
古
い
家
屋
は
、
四
国
電
力
が

指
導
す
る
。社
協
ヘ
ル
パ
ー
も

同
行
し
て
い
る
の
で
、
事
後
点

検
も
で
き
て
い
る
。

高
齢
者
宅
防
火
診
断

診
断
結
果
と
対
策
は

【
委
員
】国
道
４
３
８
号
で
交
通

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

減
速
を
促
す
た
め
に
段
差
舗
装

交
通
死
亡
事
故
多
発

段
差
舗
装
で

　
　
　
減
速
を
促
せ

【
委
員
】自
然
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
避
難
所
で「
３
密
」を
ど

避
難
所

３
密
を

ど
う
回
避
す
る
の
か

【
委
員
】
公
金
横
領
さ
れ
た
不
足

金
額
は
、
決
算
上
ど
う
い
う
扱

い
に
な
る
の
か
。

【
会
計
管
理
者
】
昨
年
度
の
決
算

書
は
不
明
金
と
し
た
。
裁
判
で

横
領
金
額
が
確
定
し
た
た
め
、

表
示
の
仕
方
を
県
と
協
議
中
で

あ
る
。

▲

Report 　交通死亡事故多発　高齢者宅防災診断　公金横領事件　避難所　

公
金
横
領
事
件

決
算
は
ど
う
な
る
の
か

総
務
常
任
委
員
会 

報
告

タブレットで検索する子ども達

予
防
接
種

コ
ロ
ナ
感
染
を
恐
れ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

ネ
ッ
ト
環
境
拡
大
へ

【
委
員
】
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
購
入

で
き
る
補
助
金
が
出
る
が
、
ま

ん
の
う
町
の
取
り
組
み
方
は
。

ま
た
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
環
境
整
備
も
必
要
で
あ
る
が

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
家
庭
へ
の

対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

公
共
施
設

休
館
続
き
の

　
　
　
公
民
館

【
委
員
】『
コ
ロ
ナ
関
係

で
休
館
し
て
い
た
温
泉

施
設
は
開
館
し
て
い
る

の
に
、
公
民
館
が
ま
だ

休
館
し
て
い
る
の
は
、

お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。』
と
住
民
か
ら
の
苦

情
が
あ
る
が
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　
　

公
民
館
は
５
月
31
日
ま

で
休
館
と
し
、
６
月
よ

り
一
部
を
除
き
開
館
す

る
予
定
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
ん
の
う

個
別
指
導
が

　
　
　
重
要
な
カ
ギ

【
委
員
】
個
別
外
部
監
査
報
告
書

の
中
に
「
22
時
を
過
ぎ
て
も
退

館
し
な
い
利
用
者
が
い
る
。警

備
忘
れ
の
た
め
警
備
会
社
か
ら

の
出
動
件
数
が
昨
年
に
比
べ
て

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。」
と
の

報
告
が
あ
る
が
、
現
在
は
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】
退
館
に
つ
い

て
は
個
別
指
導
を
行
い
早
く
帰

る
よ
う
に
な
っ
た
。
警
備
忘
れ

に
つ
い
て
も
そ
の
都
度
管
理
者

に
注
意
を
促
し
、
ど
ち
ら
も
改

善
し
て
い
る
。

増
築
内
容

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
が

【
委
員
】
火
葬
場
に
階
段
を
つ
け

る
の
は
無
駄
で
は
な
い
か
、
変

更
で
き
な
い
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
土
留
め
の

よ
う
壁
が
必
要
な
た
め
階
段
と

兼
ね
る
と
い
う
こ
と
で
金
額
は

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
建
物
に

は
階
段
が
必
要
だ
と
思
う
。
全

員
協
議
会
で
配
置
の
説
明
を
し

て
承
認
を
得
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

人
員
増
員

人
手
不
足
を

　
　
　
ど
う
考
え
る

【
委
員
】火
葬
場（
待
合
室
）が
増

築
さ
れ
れ
ば
利
用
者
も
増
え
、

火
葬
場
担
当
者
の
負
担
も
増
え

る
。必
要
時
に
人
員
を
増
や
す

な
ど
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
火
葬
業
務

は
、
委
託
し
て
い
る
業
者
と
の

契
約
の
話
に
な
る
。
新
年
度
の

契
約
時
に
話
し
合
い
た
い
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会 

報
告

現
地
調
査

◆
５
月
21
日
、
高
篠
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
跡
地
、
満
濃
南
こ
ど

も
園
、
火
葬
場
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

【
委
員
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
広
が
る
中
、
全
国
的

に
子
ど
も
の
予
防
接
種
を
控
え

る
動
き
が
起
き
て
い
る
と
聞
く

が
本
町
に
お
い
て
予
防
接
種
や

健
診
は
ど
う
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
が
心
配

な
人
も
い
る
が
、
様
々
な
病
気

を
予
防
す
る
も
の
で
あ
る
の
で

進
め
て
い
る
。
健
診
に
つ
い
て

は
、
３
月
、
４
月
は
延
期
や
中

止
に
な
り
58
名
の
方
に
電
話
で

連
絡
を
し
、
次
の
健
診
ま
で
待

つ
こ
と
が
心
配
な
保
護
者
も
い

た
た
め
、
個
別
に
日
時
を
決
め

て
計
測
等
を
行
っ
た
。

６月から再開された神野公民館

【
学
校
教
育
課
長
】
令
和
２
年
度

に
小
、
中
学
校
、
全
学
年
に
対

し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
と
各
学

校
の
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
を
行

う
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ

い
て
は
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
環
境
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
が
遠
隔
学
習
を
進
め
る
上

で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

安全運転お願いします　ー内田交差点ー

避難所のプライバシーを守ります

を
で
き
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】ど
の
よ
う
な
形
で

抑
制
で
き
る
か
警
察
等
と
協
議

し
、
さ
ら
な
る
啓
発
活
動
と
取

り
締
ま
り
を
検
討
し
て
い
る
。

徳
島
県
側
の
自
治
体
と
も
連
携

し
て
い
く
。

の
よ
う
に
回
避
す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】今
ま
で
の
避
難
所

の
体
制
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

対
応
で
き
な
い
。広
い
部
屋
の

確
保
、
仕
切
り
等
対
策
を
ま
と

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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２
月
19
日
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
業
務
に
つい
て
研
修
し
た
。

　
小
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
ふ

れ
あ
い
の
場
作
り
の
支
援
、
居
場

所
を
運
営
す
る
人
材
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）育
成
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
等

の
地
域
見
守
り
活
動
、
成
年
後

見
事
業
な
ど
私
た
ち
が
ま
ん
の

う
町
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
の
様
々
な
支
援
活
動
が

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。地
域
の
民

生
委
員
、福
祉
委
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
力
を
借
り
て
、
行
政

の
手
が
行
き
届
き
に
く
い
所
を

埋
め
て
く
れ
る
「
元
気
ふ
れ
あ
い

ほ
っ
と
安
心
」
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
改
め
て
感
謝
し
た
。

Report 　予防接種　GIGAスクール　スポーツセンターまんのう　公共施設　増築内容　人員増員　

▲

【
委
員
】一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
の
点
検
結
果
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

【
総
務
課
長
】漏
電
の
恐
れ
が
あ

る
古
い
家
屋
は
、
四
国
電
力
が

指
導
す
る
。社
協
ヘ
ル
パ
ー
も

同
行
し
て
い
る
の
で
、
事
後
点

検
も
で
き
て
い
る
。

高
齢
者
宅
防
火
診
断

診
断
結
果
と
対
策
は

【
委
員
】国
道
４
３
８
号
で
交
通

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

減
速
を
促
す
た
め
に
段
差
舗
装

交
通
死
亡
事
故
多
発

段
差
舗
装
で

　
　
　
減
速
を
促
せ

【
委
員
】自
然
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
避
難
所
で「
３
密
」を
ど

避
難
所

３
密
を

ど
う
回
避
す
る
の
か

【
委
員
】
公
金
横
領
さ
れ
た
不
足

金
額
は
、
決
算
上
ど
う
い
う
扱

い
に
な
る
の
か
。

【
会
計
管
理
者
】
昨
年
度
の
決
算

書
は
不
明
金
と
し
た
。
裁
判
で

横
領
金
額
が
確
定
し
た
た
め
、

表
示
の
仕
方
を
県
と
協
議
中
で

あ
る
。

▲

Report 　交通死亡事故多発　高齢者宅防災診断　公金横領事件　避難所　

公
金
横
領
事
件

決
算
は
ど
う
な
る
の
か

総
務
常
任
委
員
会 

報
告

タブレットで検索する子ども達

予
防
接
種

コ
ロ
ナ
感
染
を
恐
れ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

ネ
ッ
ト
環
境
拡
大
へ

【
委
員
】
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
購
入

で
き
る
補
助
金
が
出
る
が
、
ま

ん
の
う
町
の
取
り
組
み
方
は
。

ま
た
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
環
境
整
備
も
必
要
で
あ
る
が

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
家
庭
へ
の

対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

公
共
施
設

休
館
続
き
の

　
　
　
公
民
館

【
委
員
】『
コ
ロ
ナ
関
係

で
休
館
し
て
い
た
温
泉

施
設
は
開
館
し
て
い
る

の
に
、
公
民
館
が
ま
だ

休
館
し
て
い
る
の
は
、

お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。』
と
住
民
か
ら
の
苦

情
が
あ
る
が
。

【
生
涯
学
習
課
長
】　
　

公
民
館
は
５
月
31
日
ま

で
休
館
と
し
、
６
月
よ

り
一
部
を
除
き
開
館
す

る
予
定
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
ん
の
う

個
別
指
導
が

　
　
　
重
要
な
カ
ギ

【
委
員
】
個
別
外
部
監
査
報
告
書

の
中
に
「
22
時
を
過
ぎ
て
も
退

館
し
な
い
利
用
者
が
い
る
。警

備
忘
れ
の
た
め
警
備
会
社
か
ら

の
出
動
件
数
が
昨
年
に
比
べ
て

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。」
と
の

報
告
が
あ
る
が
、
現
在
は
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】
退
館
に
つ
い

て
は
個
別
指
導
を
行
い
早
く
帰

る
よ
う
に
な
っ
た
。
警
備
忘
れ

に
つ
い
て
も
そ
の
都
度
管
理
者

に
注
意
を
促
し
、
ど
ち
ら
も
改

善
し
て
い
る
。

増
築
内
容

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
が

【
委
員
】
火
葬
場
に
階
段
を
つ
け

る
の
は
無
駄
で
は
な
い
か
、
変

更
で
き
な
い
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
土
留
め
の

よ
う
壁
が
必
要
な
た
め
階
段
と

兼
ね
る
と
い
う
こ
と
で
金
額
は

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
建
物
に

は
階
段
が
必
要
だ
と
思
う
。
全

員
協
議
会
で
配
置
の
説
明
を
し

て
承
認
を
得
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

人
員
増
員

人
手
不
足
を

　
　
　
ど
う
考
え
る

【
委
員
】火
葬
場（
待
合
室
）が
増

築
さ
れ
れ
ば
利
用
者
も
増
え
、

火
葬
場
担
当
者
の
負
担
も
増
え

る
。必
要
時
に
人
員
を
増
や
す

な
ど
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
火
葬
業
務

は
、
委
託
し
て
い
る
業
者
と
の

契
約
の
話
に
な
る
。
新
年
度
の

契
約
時
に
話
し
合
い
た
い
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会 

報
告

現
地
調
査

◆
５
月
21
日
、
高
篠
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
跡
地
、
満
濃
南
こ
ど

も
園
、
火
葬
場
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

【
委
員
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
広
が
る
中
、
全
国
的

に
子
ど
も
の
予
防
接
種
を
控
え

る
動
き
が
起
き
て
い
る
と
聞
く

が
本
町
に
お
い
て
予
防
接
種
や

健
診
は
ど
う
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
が
心
配

な
人
も
い
る
が
、
様
々
な
病
気

を
予
防
す
る
も
の
で
あ
る
の
で

進
め
て
い
る
。
健
診
に
つ
い
て

は
、
３
月
、
４
月
は
延
期
や
中

止
に
な
り
58
名
の
方
に
電
話
で

連
絡
を
し
、
次
の
健
診
ま
で
待

つ
こ
と
が
心
配
な
保
護
者
も
い

た
た
め
、
個
別
に
日
時
を
決
め

て
計
測
等
を
行
っ
た
。

６月から再開された神野公民館

【
学
校
教
育
課
長
】
令
和
２
年
度

に
小
、
中
学
校
、
全
学
年
に
対

し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
と
各
学

校
の
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
を
行

う
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ

い
て
は
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
環
境
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
が
遠
隔
学
習
を
進
め
る
上

で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

安全運転お願いします　ー内田交差点ー

避難所のプライバシーを守ります

を
で
き
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】ど
の
よ
う
な
形
で

抑
制
で
き
る
か
警
察
等
と
協
議

し
、
さ
ら
な
る
啓
発
活
動
と
取

り
締
ま
り
を
検
討
し
て
い
る
。

徳
島
県
側
の
自
治
体
と
も
連
携

し
て
い
く
。

の
よ
う
に
回
避
す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】今
ま
で
の
避
難
所

の
体
制
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

対
応
で
き
な
い
。広
い
部
屋
の

確
保
、
仕
切
り
等
対
策
を
ま
と

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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町議会は、どなたでも傍聴できます。
会議日程は、ホームページ、
告知放送でお知らせしています。

一般質問は、議員の思いや考え、
熱意が聞けます。

町議会へ行ってみよう！

詳しくは議会事務局へ　

☎0877-73-0109

次回の定例会は
９月に開催予定
です。

議会の傍聴席（後
方）

◆
６
月
７
日
　
所
管
事
務
調
査

・
町
道
生
間
買
田
線
（
道
路
改

良
工
事
）

【
委
員
】ま
ん
の
う
町
全
地
区
の

終
了
予
定
は
。満
濃
地
区
の
進

捗
率
は
。

【
地
籍
調
査
課
長
】現
在
の
計
画

で
は
、
令
和
９
年
に
現
地
調
査

を
終
了
し
、
登
記
完
了
は
令
和

11
年
の
予
定
で
あ
る
。調
査
に

つ
い
て
は
仲
南
・
琴
南
地
区
は

全
て
完
了
し
、今
、満
濃
地
区
の

進
捗
率
が
71
％
で
あ
る
。

地
籍
調
査

正
確
で
着
実
な
調
査
を

・
土
地
改
良
事
業
、
林
道
、
公

共
土
木
、
都
市
計
画
等
の
進

捗
状
況
。
た
め
池
貯
水
状

況
。
下
水
道
関
係
。
な
ど
の

説
明
。

【
委
員
】老
朽
化
し
た
橋
梁
の
調

査
状
況
は
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】町
道
橋

約
２
６
０
橋
は
第
１
週
目
の
調

査
を
完
了
し
た
。今
後
、修
繕
が

必
要
な
も
の
は
大
き
い
橋
梁
か

ら
国
庫
補
助
事
業
で
修
繕
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。農
道
橋
は

調
査
完
了
し
て
い
る
。林
道
橋

老
朽
化
対
策

年
々
増
え
る
公
共

イ
ン
フ
ラ
更
新
経
費

・
令
和
２
年
度
の
ひ
ま
わ
り
作

付
面
積
は
17
・
１
ha
で
あ

る
。

農
業
振
興

耕
作
放
棄
地
を
減
ら
す

取
り
組
み
を

・
空
き
家
登
録
者
状
況
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
、
ひ

ま
わ
り
オ
イ
ル
販
売
実
績
、

若
者
住
宅
取
得
補
助
事
業
等

の
報
告
。
旧
琴
南
中
学
校
改

修
計
画
、
満
濃
池
周
遊
路
整

備
事
業
の
状
況
説
明
。

【
委
員
】
空
き
家
利
用
希
望
者

数
に
対
し
、
空
き
家
登
録
者
数

が
少
な
い
の
は
、
移
住
者
が
地

域
に
溶
け
込
め
ず
迷
惑
を
か
け

て
は
と
の
配
慮
か
ら
登
録
を
た

め
ら
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で

は
な
い
か
。

移
住
定
住

空
き
家
問
題

　
　
　解
消
に
向
け
て

建
設
経
済
常
任
委
員
会 

報
告

現
場
視
察

町道生間買田線

傷んだ林道大井手線の橋梁

は
本
年
度
３
橋
、
来
年
度
２
橋

修
繕
を
計
画
し
て
い
る
。

【
委
員
】危
険
率
の
高
い
小
規
模

た
め
池
は
、
町
で
改
修
で
き
な

い
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】た
め
池

の
改
修
は
土
地
改
良
事
業
に
な

る
の
で
、地
元
調
整
、地
元
負
担

が
必
要
で
あ
る
。相
談
い
た
だ

き
た
い
。

議　員　名 質　問　内　容 関連ページ

常包　　恵

川西米希子

鈴木　崇容

田岡　秀俊

竹林　昌秀

合田　正夫

京兼　愛子

小山　直樹

大西　　豊

白川　正樹

川原　茂行

p14 

p14 

p15 

p15 

p16 

p16 

p17 

p17 

p18 

p18 

p19 

・町独自の新型コロナ対策は　
・町の補助金団体の資金管理は　
・調理員の採用を

・複合災害（新型コロナと自然災害）にむけての対策

・新型コロナウイルス被害に対する町の対応策
・有害鳥獣のこれからの考え方（再）
・「新型コロナウイルス感染症」への対応は
・オンライン授業の推進を
・本町は財政特例措置をどのように活用したのか。この実績の報告を求める
・不祥事が近隣に比べて異常に多い。統率責任をどのように感じて、
　手立てを講じたのか
・新総合計画の初年度にあたり、町長はこの内容をどのように浸透させて
  遂行しようとしているのか 
・道路改良について
・イノシシ対策について

・耕作放棄地の対策として　 

・新型コロナ危機における町の対策について

・町の公金着服事案について町の対応はどうだったのか
・町の公金着服事案についてその他の損金は無かったのか　
・町の公金着服について町の被害額は取り戻せるのか、またこの損金の対応は

・仲南産直市の将来は

・農林業振興について
・自主防災組織の在り方 

Report 　地籍調査　農業振興　老朽化対策　移住定住　

▲
・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

る
持
続
化
給
付
金
支
給
の
説

明
。

【
委
員
】
所
有
権
者
、
相
続
権

者
が
不
明
な
農
地
を
借
り
る
場

合
の
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
。

【
農
林
課
長
】
農
業
委
員
会
で

相
続
権
者
を
探
し
連
絡
し
、
も

し
貸
し
て
も
い
い
の
で
あ
れ
ば

香
川
県
農
地
機
構
と
契
約
す
る

よ
う
斡
旋
し
て
い
る
。

・
林
道
大
井
手
線
（
林
道
橋
修

繕
調
査
２
橋
）
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一 般 質 問

議員が町の考えを問う
６月定例会では、11人の議員が一般質問を行いました。議員情報等は、まんのう町ホームページ
（議会情報 https://www.town.manno.lg.jp/chosei/gikai/）に掲載していますので、ご覧ください。

議会情報ホームページ
QRコード

委員会報告



町議会は、どなたでも傍聴できます。
会議日程は、ホームページ、
告知放送でお知らせしています。

一般質問は、議員の思いや考え、
熱意が聞けます。

町議会へ行ってみよう！

詳しくは議会事務局へ　

☎0877-73-0109

次回の定例会は
９月に開催予定
です。

議会の傍聴席（後
方）

◆
６
月
７
日
　
所
管
事
務
調
査

・
町
道
生
間
買
田
線
（
道
路
改

良
工
事
）

【
委
員
】ま
ん
の
う
町
全
地
区
の

終
了
予
定
は
。満
濃
地
区
の
進

捗
率
は
。

【
地
籍
調
査
課
長
】現
在
の
計
画

で
は
、
令
和
９
年
に
現
地
調
査

を
終
了
し
、
登
記
完
了
は
令
和

11
年
の
予
定
で
あ
る
。調
査
に

つ
い
て
は
仲
南
・
琴
南
地
区
は

全
て
完
了
し
、今
、満
濃
地
区
の

進
捗
率
が
71
％
で
あ
る
。

地
籍
調
査

正
確
で
着
実
な
調
査
を

・
土
地
改
良
事
業
、
林
道
、
公

共
土
木
、
都
市
計
画
等
の
進

捗
状
況
。
た
め
池
貯
水
状

況
。
下
水
道
関
係
。
な
ど
の

説
明
。

【
委
員
】老
朽
化
し
た
橋
梁
の
調

査
状
況
は
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】町
道
橋

約
２
６
０
橋
は
第
１
週
目
の
調

査
を
完
了
し
た
。今
後
、修
繕
が

必
要
な
も
の
は
大
き
い
橋
梁
か

ら
国
庫
補
助
事
業
で
修
繕
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。農
道
橋
は

調
査
完
了
し
て
い
る
。林
道
橋

老
朽
化
対
策

年
々
増
え
る
公
共

イ
ン
フ
ラ
更
新
経
費

・
令
和
２
年
度
の
ひ
ま
わ
り
作

付
面
積
は
17
・
１
ha
で
あ

る
。

農
業
振
興

耕
作
放
棄
地
を
減
ら
す

取
り
組
み
を

・
空
き
家
登
録
者
状
況
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
、
ひ

ま
わ
り
オ
イ
ル
販
売
実
績
、

若
者
住
宅
取
得
補
助
事
業
等

の
報
告
。
旧
琴
南
中
学
校
改

修
計
画
、
満
濃
池
周
遊
路
整

備
事
業
の
状
況
説
明
。

【
委
員
】
空
き
家
利
用
希
望
者

数
に
対
し
、
空
き
家
登
録
者
数

が
少
な
い
の
は
、
移
住
者
が
地

域
に
溶
け
込
め
ず
迷
惑
を
か
け

て
は
と
の
配
慮
か
ら
登
録
を
た

め
ら
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で

は
な
い
か
。

移
住
定
住

空
き
家
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題

　
　
　解
消
に
向
け
て

建
設
経
済
常
任
委
員
会 

報
告

現
場
視
察

町道生間買田線

傷んだ林道大井手線の橋梁

は
本
年
度
３
橋
、
来
年
度
２
橋

修
繕
を
計
画
し
て
い
る
。

【
委
員
】危
険
率
の
高
い
小
規
模

た
め
池
は
、
町
で
改
修
で
き
な

い
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】た
め
池

の
改
修
は
土
地
改
良
事
業
に
な

る
の
で
、地
元
調
整
、地
元
負
担

が
必
要
で
あ
る
。相
談
い
た
だ

き
た
い
。

議　員　名 質　問　内　容 関連ページ

常包　　恵

川西米希子

鈴木　崇容

田岡　秀俊

竹林　昌秀

合田　正夫

京兼　愛子

小山　直樹

大西　　豊

白川　正樹

川原　茂行

p14 

p14 

p15 

p15 

p16 

p16 

p17 

p17 

p18 

p18 

p19 

・町独自の新型コロナ対策は　
・町の補助金団体の資金管理は　
・調理員の採用を

・複合災害（新型コロナと自然災害）にむけての対策

・新型コロナウイルス被害に対する町の対応策
・有害鳥獣のこれからの考え方（再）
・「新型コロナウイルス感染症」への対応は
・オンライン授業の推進を
・本町は財政特例措置をどのように活用したのか。この実績の報告を求める
・不祥事が近隣に比べて異常に多い。統率責任をどのように感じて、
　手立てを講じたのか
・新総合計画の初年度にあたり、町長はこの内容をどのように浸透させて
  遂行しようとしているのか 
・道路改良について
・イノシシ対策について

・耕作放棄地の対策として　 

・新型コロナ危機における町の対策について

・町の公金着服事案について町の対応はどうだったのか
・町の公金着服事案についてその他の損金は無かったのか　
・町の公金着服について町の被害額は取り戻せるのか、またこの損金の対応は

・仲南産直市の将来は

・農林業振興について
・自主防災組織の在り方 

Report 　地籍調査　農業振興　老朽化対策　移住定住　

▲

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

る
持
続
化
給
付
金
支
給
の
説

明
。

【
委
員
】
所
有
権
者
、
相
続
権

者
が
不
明
な
農
地
を
借
り
る
場

合
の
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
。

【
農
林
課
長
】
農
業
委
員
会
で

相
続
権
者
を
探
し
連
絡
し
、
も

し
貸
し
て
も
い
い
の
で
あ
れ
ば

香
川
県
農
地
機
構
と
契
約
す
る

よ
う
斡
旋
し
て
い
る
。

・
林
道
大
井
手
線
（
林
道
橋
修

繕
調
査
２
橋
）
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議員が町の考えを問う
６月定例会では、11人の議員が一般質問を行いました。議員情報等は、まんのう町ホームページ
（議会情報 https://www.town.manno.lg.jp/chosei/gikai/）に掲載していますので、ご覧ください。

議会情報ホームページ
QRコード

委員会報告



各市町で工夫した生活支援

新型コロナ撲滅！！

段階的に社会経済のレベルを
引き上げていく

「新型コロナ感染症」への
　　　　　　今後の対応は
「新型コロナ感染症」への
　　　　　　今後の対応は

田岡　世界的パンデミックとなっている「新型コロナ感
染症」。5月末現在、日本では少し収束の兆しが見え、
国の緊急事態宣言も解除されたが、わがまんのう町で
の影響と独自の「出口戦略」は。
町長　国、県の感染拡大防止の要請もあり、まんのう
町でも各種イベント、行事、会議等の中止・延期、施設の
利用制限等を実施し、行動自粛を呼びかけている。今
後は感染防止対策をとりながら、開催制限の緩和等、
段階的に社会経済のレベルを引き上げていく。また、町
民の生活安定と町内事業者支援として、プレミアム率
30%のスーパープレミアム商品券の発行を行う。

鈴木　4月の臨時議会で聞かされた第1弾、まんのう
町独自施策事業に関しては、我々議員に何の相談も
無く出された案で、まんのう町が町を上げてやる独
自施策事業としては、非常
にインパクトに欠け支給額
も低い。第2弾の手立てと
して町は全世帯に、どのよ
うな独自施策を考えている
のか。
町長　新型コロナの影響で
収入の減っている住民や休
業要請等や不要不急の外出自粛により影響を受けて
いる方を支援するためスーパープレミアム商品券を発
行し、国から支給される10万円の特別定額給付金の一
部を商品券の購入にあてていただき、１万円で千円券
13枚を1人2セットまで購入でき、地域経済の下支えを
してもらいたい。
鈴木　この商品券の案も議員に相談は無く出され、
また特別定額給付金の振り込みは、大半の方が5月中
に振り込まれ、既にお金の使い道が決まっている方が
多い。そんな中、プレミアム商品券の購入は見込みが
低いと思う。まんのう町は他の市、町より、こうだと言
う芯のある新たな施策を考えているのか。
町長　従来はプレミアム率10％だが今回は30％にし、
町民皆様の生活安定と町内消費の喚起を考えている。
また第3弾、町独自施策を考え、その際には必ず全議
員に相談する。

危機管理

問
答

準備を早急に
　　 進めていく

オンライン授業の推進をオンライン授業の推進を

学校教育

問
答

今
や
ら
な
い
で 

　
　い
つ
や
る
ん
だ
。 すずき    たかひろ

鈴木 崇容 議員

新型コロナウイルスに対する町の対応策

6 月補正予算に盛り込み対応している

新型コロナ被害に
　　　町独自施策は
新型コロナ被害に
　　　町独自施策は問

答

国の示した「感染対策マニュアル」に
基づいて対応を進めている

避難所などでの
　　　新たな対策・指針を
避難所などでの
　　　新たな対策・指針を

災
害
に
備
え

 

持
ち
出
し
袋
に

  

マ
ス
ク
や
消
毒
液

川西　現在、複合災害の発生が危惧されている。新型
コロナウイルス感染症がまだ、終息しないうちに自然
災害が発生すれば、避難所での3密（密閉・密集・密接）
は避けられず、感染拡大に繋がる。複合災害への備え
についての考えや取り組みは。
◆避難所
①避難所の追加指定を。
②避難者の速やかな健康状態の把握を
③一人当たりのスペースの拡大や間仕切り・テントなど
の充実を。

④避難所の駐車場での、車中泊を認めてはどうか。
◆備蓄品
⑤マスク・消毒液・体温計・使い
捨て手袋など感染対策用品
の十分な備蓄を。

◆住民への周知
⑥住民向けに「各避難所マニュアル」・「まんのう町避難
所マニュアルダイジェスト版」の作成と配布を。

町長　避難所での新型コロナウイルス感染症対策にお
ける備蓄品の充実などを行う。住民への避難所での感
染対策や避難における注意喚起や周知を行う。
①避難所の追加指定は考えていない。通常開放して
いないスペースも可能な限り利用する。

②避難受付時には、検温とチェックシートによる問診
を行う。
③状況に応じて、既に備蓄している間仕切り等の活用
をする。備蓄の追加も検討する。
④車中泊も含めて、親戚や知人宅への避難など、避
難の選択肢について住民に周知していきたい。

⑤新型コロナウイルス感染症に対する臨時交付金を活
用し、順次整備を行う。

⑥作成する必要があると考える。

プレミアム商品券で消費喚起

実態をつかみ適切な対策を実態をつかみ適切な対策を
人手不足な農業

複合災害

問
答

問
答

常包　官民問わず調理員の評価は低く、非正規が多
い。雇用者の都合で不安定な身分に固定することは、
職業差別だ。
町長　多様化する行政需要に対応するために、非正規
職員に頼らざるを得ない。今後も、自校方式で安全安
心・おいしい給食を提供していきたい。

非正規に頼らざるを得ない

低条件の固定は、職業差別だ低条件の固定は、職業差別だ問
答

常包　町民、町内企業の実情を把握し、必要なところ
にお金（貯金は県下でも多い）を使うべき。子育て支援
は隣町の半額、企業支援も県の制度に上乗せだけ。商
品券は町内消費を多少増加させるが、現金を持参しな
ければならず本当に困っている人への支援となるか。町
独自対策の目玉が商品券だけで良いのか。4月28日以
降に生まれた子、高校生等への定額給付金相当、在宅
介護者、理・美容業者等への支援など工夫すべきでは。
町長　影響を受けている業種が多いので、商工会と情
報共有・連携して、5億円近いプレミアム商品券の発行
で町内消費を喚起し事業者を支援していく。子育て関
連の町単独事業は、早
く事業実施できること
と法令順守、事業規模
等を総合的に判断した。
なお、在宅寝たきり高
齢者介護手当は既に
制度化している。

かわにし    まきこ

川西米希子 議員
  たおか　ひでとし

田岡 秀俊 議員

ピ
ン
チ
を

  

チ
ャ
ン
ス
と

　

  

と
ら
え
よ
！

田岡　「新型コロナ感染症」拡
大防止のため、町内各小中学
校もかなりの期間、臨時休校
を余儀なくされたが、学習の
遅れをどう取り戻すのか。また、
今回の事態を受け、今、注目さ
れ、すでに取り組んでところもある「オンライン授業」「リ
モート学習」等、ICTを活用した教育を推進していく考えは。
教育長　こどもの健康・安全を最優先に考えた結果、臨時
休校をせざるをえなかった。休業した授業日31日の確保策
として夏休みの短縮、週1～2コマ授業追加等を考えている。
「アクティブラーニング(能動的学び)」を基本としつつ、IT、
AIの活用環境整備、遠隔授業について研究し、早急に実現
化したいと考えている。今回、補正予算にもあげている。

タブレットを使った
グループ学習のようす

つねかね　 めぐみ

常包  恵 議員

町独自の新型コロナ対策

す
べ
て
の
職
業
に

　
　
　上
下
は
な
い

問
答

給食調理員の採用

問
答
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各市町で工夫した生活支援

新型コロナ撲滅！！

段階的に社会経済のレベルを
引き上げていく

「新型コロナ感染症」への
　　　　　　今後の対応は
「新型コロナ感染症」への
　　　　　　今後の対応は

田岡　世界的パンデミックとなっている「新型コロナ感
染症」。5月末現在、日本では少し収束の兆しが見え、
国の緊急事態宣言も解除されたが、わがまんのう町で
の影響と独自の「出口戦略」は。
町長　国、県の感染拡大防止の要請もあり、まんのう
町でも各種イベント、行事、会議等の中止・延期、施設の
利用制限等を実施し、行動自粛を呼びかけている。今
後は感染防止対策をとりながら、開催制限の緩和等、
段階的に社会経済のレベルを引き上げていく。また、町
民の生活安定と町内事業者支援として、プレミアム率
30%のスーパープレミアム商品券の発行を行う。

鈴木　4月の臨時議会で聞かされた第1弾、まんのう
町独自施策事業に関しては、我々議員に何の相談も
無く出された案で、まんのう町が町を上げてやる独
自施策事業としては、非常
にインパクトに欠け支給額
も低い。第2弾の手立てと
して町は全世帯に、どのよ
うな独自施策を考えている
のか。
町長　新型コロナの影響で
収入の減っている住民や休
業要請等や不要不急の外出自粛により影響を受けて
いる方を支援するためスーパープレミアム商品券を発
行し、国から支給される10万円の特別定額給付金の一
部を商品券の購入にあてていただき、１万円で千円券
13枚を1人2セットまで購入でき、地域経済の下支えを
してもらいたい。
鈴木　この商品券の案も議員に相談は無く出され、
また特別定額給付金の振り込みは、大半の方が5月中
に振り込まれ、既にお金の使い道が決まっている方が
多い。そんな中、プレミアム商品券の購入は見込みが
低いと思う。まんのう町は他の市、町より、こうだと言
う芯のある新たな施策を考えているのか。
町長　従来はプレミアム率10％だが今回は30％にし、
町民皆様の生活安定と町内消費の喚起を考えている。
また第3弾、町独自施策を考え、その際には必ず全議
員に相談する。

危機管理

問
答

準備を早急に
　　 進めていく

オンライン授業の推進をオンライン授業の推進を
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。 すずき    たかひろ

鈴木 崇容 議員

新型コロナウイルスに対する町の対応策

6 月補正予算に盛り込み対応している

新型コロナ被害に
　　　町独自施策は
新型コロナ被害に
　　　町独自施策は問

答

国の示した「感染対策マニュアル」に
基づいて対応を進めている

避難所などでの
　　　新たな対策・指針を
避難所などでの
　　　新たな対策・指針を

災
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に
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川西　現在、複合災害の発生が危惧されている。新型
コロナウイルス感染症がまだ、終息しないうちに自然
災害が発生すれば、避難所での3密（密閉・密集・密接）
は避けられず、感染拡大に繋がる。複合災害への備え
についての考えや取り組みは。
◆避難所
①避難所の追加指定を。
②避難者の速やかな健康状態の把握を
③一人当たりのスペースの拡大や間仕切り・テントなど
の充実を。

④避難所の駐車場での、車中泊を認めてはどうか。
◆備蓄品
⑤マスク・消毒液・体温計・使い
捨て手袋など感染対策用品
の十分な備蓄を。

◆住民への周知
⑥住民向けに「各避難所マニュアル」・「まんのう町避難
所マニュアルダイジェスト版」の作成と配布を。

町長　避難所での新型コロナウイルス感染症対策にお
ける備蓄品の充実などを行う。住民への避難所での感
染対策や避難における注意喚起や周知を行う。
①避難所の追加指定は考えていない。通常開放して
いないスペースも可能な限り利用する。

②避難受付時には、検温とチェックシートによる問診
を行う。
③状況に応じて、既に備蓄している間仕切り等の活用
をする。備蓄の追加も検討する。
④車中泊も含めて、親戚や知人宅への避難など、避
難の選択肢について住民に周知していきたい。

⑤新型コロナウイルス感染症に対する臨時交付金を活
用し、順次整備を行う。

⑥作成する必要があると考える。

プレミアム商品券で消費喚起

実態をつかみ適切な対策を実態をつかみ適切な対策を
人手不足な農業

複合災害

問
答

問
答

常包　官民問わず調理員の評価は低く、非正規が多
い。雇用者の都合で不安定な身分に固定することは、
職業差別だ。
町長　多様化する行政需要に対応するために、非正規
職員に頼らざるを得ない。今後も、自校方式で安全安
心・おいしい給食を提供していきたい。

非正規に頼らざるを得ない

低条件の固定は、職業差別だ低条件の固定は、職業差別だ問
答

常包　町民、町内企業の実情を把握し、必要なところ
にお金（貯金は県下でも多い）を使うべき。子育て支援
は隣町の半額、企業支援も県の制度に上乗せだけ。商
品券は町内消費を多少増加させるが、現金を持参しな
ければならず本当に困っている人への支援となるか。町
独自対策の目玉が商品券だけで良いのか。4月28日以
降に生まれた子、高校生等への定額給付金相当、在宅
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連の町単独事業は、早
く事業実施できること
と法令順守、事業規模
等を総合的に判断した。
なお、在宅寝たきり高
齢者介護手当は既に
制度化している。

かわにし    まきこ

川西米希子 議員
  たおか　ひでとし

田岡 秀俊 議員

ピ
ン
チ
を

  

チ
ャ
ン
ス
と

　

  

と
ら
え
よ
！

田岡　「新型コロナ感染症」拡
大防止のため、町内各小中学
校もかなりの期間、臨時休校
を余儀なくされたが、学習の
遅れをどう取り戻すのか。また、
今回の事態を受け、今、注目さ
れ、すでに取り組んでところもある「オンライン授業」「リ
モート学習」等、ICTを活用した教育を推進していく考えは。
教育長　こどもの健康・安全を最優先に考えた結果、臨時
休校をせざるをえなかった。休業した授業日31日の確保策
として夏休みの短縮、週1～2コマ授業追加等を考えている。
「アクティブラーニング(能動的学び)」を基本としつつ、IT、
AIの活用環境整備、遠隔授業について研究し、早急に実現
化したいと考えている。今回、補正予算にもあげている。

タブレットを使った
グループ学習のようす

つねかね　 めぐみ

常包  恵 議員

町独自の新型コロナ対策

す
べ
て
の
職
業
に

　
　
　上
下
は
な
い

問
答

給食調理員の採用

問
答
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総枠97億7千5百万円
14年間の特例分である

交付税の特例措置
旧三町分の増額を問う
交付税の特例措置
旧三町分の増額を問う

竹林　合併特例の地方債調達総額、現在高と償還す
べき実額を問う。
町長　総額76億9千万円調達　現在高45億8千1
百万円あるが、元利償還への政府補填が33億円あっ
て、実質地方債残高は12億6千5百万円である。

合併財政特例の実績

新
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合
計
画
の

内
容
を
反
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す
る
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ー
の
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う

災
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る
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に

 こやま     なおき

小山 直樹 議員

きょうかね    あいこ

京兼 愛子 議員

道路線の維持修繕の考えは道路線の維持修繕の考えは

合田　まんのう町管内でも昨今死亡事故が多発してい
る。いかにより安全で安心な道路、歩道を作る予定か。
町長　国道438号線、川東、炭所西、長尾地区で交通
安全施設の事業を実施し、国道377号線では佐文地区
で交通安全対策の工事を
行っている。県道では今年
度、施工中の丸亀三好線・
久保工区のバイパス箇所
は夏に全面舗装を行う。
町道については、道路の
修繕に予算を重点配分し
要望にお応えしたいと考
えている。

要望に対し早急に考える

問
答

問
答

合田　農家の人もイノシシの被害に悩んでいる。捕獲
数を見れば分かるようにイノシシは、減るどころか増
えていることをまんのう町は、どう考え対応するのか。
また、個人捕獲駆除者の器具の補助金をどう考えるか。
町長　町としても対策を実施する必要があると考え、
イノシシ捕獲の体制強化にむけ、はこわなの購入の補
助対象を町内在住の鳥獣捕獲許可者まで見直し、今年
度中には実施する。

道路改良

協議し実施したいと考える

増え続けるイノシシの対応は増え続けるイノシシの対応は

イノシシ対策

問
答

竹林　近隣に比して異様に多い。どう統率責任を果た
すのか。
町長　二回訓示した。
竹林　起こさない仕組みの確立と職員の意識改革が
要る。副町長の役割は何か。
副町長　反省と新たな決意で、事務方の統率を担う。

反省と新たな決意

仕組みと普及啓発で仕組みと普及啓発で
不祥事への対策

問
答

竹林　住民や公益的諸組織への普及啓発を求める。
町長　鋭意展開する。
竹林　この施策項目を町政報告や成果報告書に実績
として記載を求める。
町長　順次工夫して、住民生活と地域社会の実態を掌
握を進める。
竹林　職員の目標管理に施策内容を反映させたい。
町長　副町長に担ってもらう。

職員の目標管理

住民生活と地域社会の動態住民生活と地域社会の動態
新総合計画の運用手法

問
答

総務課がコロナ相談の
窓口となっている

コロナ相談窓口センターを
設置すべきでないか
コロナ相談窓口センターを
設置すべきでないか

小山　新型コロナウイルス感染症の収束まで長期間
かかることを覚悟しなくてはならない。コロナ専用の相
談窓口を設置すべきだ。
町長　2月27日にコロナ対策本部を立ち上げ、事務局
は総務課で相談窓口となっている。   
収束までの対応は
小山　町民の営業と暮らしをどう守るのか。
町長　国や県の方針に沿って対応していく。多大の影
響を受けた事業者が多いため、プレミアム商品券を発
行し、地域経済を支援する。
小山　ワクチンが実用化し収束までの間、自粛を伴う
「新しい生活」が求められている。どの様に町民の営業
と暮らしを守るつもりか。
町長　県の感染拡大防止協力金に町独自にその半額
を上乗せ支援する。コロナ禍の影響を多大に受けた多
くの町内事業者を守るため、スーパープレミアム商品券
を発行する。国の持続化給付金や雇用調整助成金等を
活用してもらいたい。  
更なる補償・対策が必要では　
小山　新型コロナウイルス感染症の第二波、第三波を
覚悟しての収束までの更なる支援策は。
町長　スーパープレミアム商品券を発行。感染予防対
策事業、災害時の感染予防、ギガスクール整備事業、奨
学生への援助金、要保護、準要保護・特別支援就学児
童生徒への支援を行う。今後は国、県の対策や社会情
勢を見極めながら、住民の方々はじめ関係各分野の
方々の幅広い意見を聞きながら、住民目線で次なる施
策を検討していく。

コロナ相談センター

問
答

安
定
し
た
町
に

道
路
改
良
は
必
須

耕作放棄地

地域の実態に即した対策を

「防災広場」に「防災広場」に問
答
京兼　耕作放棄地の対策として、各自治会の幹線道
路沿いにある耕作放棄地を「防災広場」と、名付けて
整備し、常日頃は、地域の憩いの場とし、美化活動は
各自治会に委託する。そして、災害が起きると即座に
その広場が地区の仮置き場となることを提案します。
事前に定めていることで災害ごみの受け入れがすぐに
出来ると考える。前向きに検討を。
町長　災害発生後の災害ごみの集積場所については、
他県での状況を見ても、多量のごみの対応に苦慮して
いる。農地の所有者のご好意により、災害ごみの仮置
き場として提供され地域住民の相互協力がなされてい
た事例もある。しかしながら、当該放棄地の所有者が
仮置き場としての利用に同意されるかどうか、また、地
元自治会等によって維持管理いただけるかの確認も必
要である。町としては、今後も、防災の出前講座や防災
訓練を通して、地域の実態に即した対策を地域の方々
と連携して考えていきたい。

  ごうだ　 まさお

合田 正夫 議員

たけばやし  まさひで

竹林 昌秀 議員

無造作な放棄地
改良が待たれる久保工区

17  まんのう町議会だより  vol.36 　vol.36  まんのう町議会だより  16

一 般 質 問一 般 質 問



総枠97億7千5百万円
14年間の特例分である

交付税の特例措置
旧三町分の増額を問う
交付税の特例措置
旧三町分の増額を問う
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小山　ワクチンが実用化し収束までの間、自粛を伴う
「新しい生活」が求められている。どの様に町民の営業
と暮らしを守るつもりか。
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いる。農地の所有者のご好意により、災害ごみの仮置
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た事例もある。しかしながら、当該放棄地の所有者が
仮置き場としての利用に同意されるかどうか、また、地
元自治会等によって維持管理いただけるかの確認も必
要である。町としては、今後も、防災の出前講座や防災
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特に著しい信用失墜行為
の場合

大西　平成31年２月４日琴南地区の方が、元会計室長の
不正の根拠として、Ａ４の用紙６ページにわたり自治会や
各種団体等の通帳の写しを持って来庁された際、副町長
はどの様な対応をしたか。また平成31年３月６日の懲戒処
分委員会は、どういった内容だったのか。平成31年３月11
日辞職願が出され同年３月31日付けで退職したことにつ
いて、人事院の懲戒処分の指針では、窃盗は公金か公金
でないかを問わず免職又は停職となっているが、まんのう
町の規定はどの様になっているのか。そして、町の被害額
は取り戻せるのか、対策はどの様に考えているのか。
町長　最初に、昨年２月４日に琴南地区の方が、元職員
が地元の自治会費などを着服しているとの話をしに町
役場に来た。本人に確認したところ認めた為、３月６日
付で懲戒処分委員会を開き減俸0.1か月を６か月間の
処分とした。その後３月11日に辞職願が提出され、平
成31年３月31日付で依願退職となった。また、懲戒規
定処分については精査をして新しいものに改正してい
く。町の被害額は３億円の基金の解約による損失38万
8792円を含め2902万2560円、うち約114万円が返
還された。３年間の刑期を終えて全額返還を求めていく。

おおにし　 ゆたか

大西  豊 議員

しらかわ　 まさき

白川 正樹 議員

魅
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へ
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視
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金
増
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かわはら   しげゆき

川原 茂行 議員

農家のために大特免許取得の
早急な周知と対応を
農家のために大特免許取得の
早急な周知と対応を問

答

賑わいの回復と
経営状況の改善を図りたい

早急に周知する。国や県に対応を
要望していきたい

仲南産直市の将来は仲南産直市の将来は

道の駅　空の夢　もみの木パーク

問
答

自治会費の着服を認め
懲戒処分とした

町職員の懲戒処分の基準を軽視
したため、損金850万増大
町職員の懲戒処分の基準を軽視
したため、損金850万増大

町の公金着服事案

問
答

品を揃えて賑わいを取り戻そう

川原　作業機を装着した、全幅が１.７メートルを超え
るトラクターは道路交通法で大型特殊車両に区分さ
れ、公道を走行する際に大型特殊自動車免許の取得
が必要となり、現在、受講者が過多で免許の取得が
進まず農作業に支障をきたしている状態である。無
免許運転となり、検挙される人も出てきていることか
ら、県や運転免許センター、農業大学校などに働きか
け、大型特殊自動車免許取得の機会を拡大していく
必要があると考える。農家への免許制度の周知や今
後の対応策を問う。
町長　法改正に伴う免許取得の周知は農業委員会
を通じて行うようにしているが、町の対応が遅れてい
る。住民には、町の広報誌や告知放送、自治会長への
通知等により周知していきたい。また、この件は法改
正に伴うもので、町独自で対策できないため、免許取
得の機会の拡大について、国や県に現状を訴えて対
応するよう要望していきたい。
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せ
き

まんのう町職員の懲戒処分等に関する基準 
この訓令は、平成 23 年 12月1日から施行する。

参考：人事院の指針には公務以外でも窃盗・横領は免職又は停職とある。

処分事由（非行の種類） 標準的な懲戒処分の量定
４公金、公物
　の不正領得
　関係

６私行関係

７監督責任関係

窃取、詐欺

横領

免職

停職又は免職

減給

不正取扱 戒告、減給又は停職　
悪質なものは、免職

一時借用 停職、減給又は戒告
一般の信用失墜行為

監督上の著しい職務怠慢
監督上の職務怠慢

戒告

戒告

普通横領 免職又は停職

白川　①昨年1年間の赤字は。
②赤字が続いている認識が従業員にあるのか。
③集客力を高めるためリニューアルの計画はあるのか。
④将来の展望は。
町長　①売上高の増加と経常損益の改善を目標に、
新電気への乗り換えなど経費削減に努めてきたが、消
費税増税と新型コロナウイルスの影響もあり、経常損
益は、502万２千円の赤字となり、厳しい状況が続い
ている。
②経営診断結果をもとに今後も引き続き、従業員への
意識改革をするよう役員会で働きかけをしている。
③現在のところ計画はないが、隣接する道の駅のトイ
レの改修を実施する協議を進めている。
④今期は新型コロナウイルスの感染防止に伴い、時短
営業や臨時休業をすることになり、厳しい状況ではあ
る。今後も、地産地消の重要な役割を担い、農業後継
者の育成など担い手づくりや高齢者の生きがいづくり
に繋げたい。賑
わいの回復と地
域づくりの推進
を図り、経営状
況や公的支援な
どについて改善
を図りながら進
めていきたい。
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駅 

「
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ピ
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か
ど
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産
直
市 

『
清
流
の
里
』

おいしい安心、低価格

清流の里、産直市

とっても新鮮高原野菜

ま
ん
の
う
町
は

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

　
今
回
お
伺
い
し
た
の
は
、

徳
島
県
と
の
県
境
、
琴
南

に
位
置
す
る
道
の
駅
「
エ

ピ
ア
み
か
ど
」
に
隣
接
す

る
産
直
市〝
清
流
の
里
〞さ

ん
で
す
。
ま
ん
の
う
町
の

誇
る
温
浴
施
設
「
エ
ピ
ア

み
か
ど
」
と
と
も
に
21
年

前
、
平
成
11
年
３
月
に
旧

琴
南
町
美
合
地
区
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
と
地
元
農
家

の
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
地

元
の
人
を
中
心
に
年
間
延

べ
約
１
２
０
人
ほ
ど
が
品

入
れ
を
し
て
い
る
産
直
市

で
す
。
ウ
リ
は
、
な
ん
と

言
っ
て
も
地
元
で
収
穫
し

た
新
鮮
で
甘
み
の
あ
る
高

原
野
菜
の
数
々
、
高
地
で

丹
精
込
め
て
作
っ
た
「
島

が
峰
そ
ば
」
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
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も
コ
ロ
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禍
も
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の
そ
の
、
早
朝
よ
り
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
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っ
て
い
ま
し
た
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社
長
の
兼
若
順
二

さ
ん
と
共
に
、
立
ち

上
げ
時
か
ら
関
わ
っ

て
お
ら
れ
る
高
尾
幸

男
さ
ん
に
お
話
し
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

「
お
客
さ
ん
は
徳
島

の
人
が
多
い
か
な
。
発
足

当
時
は
22
名
程
い
た
社
員

も
高
齢
化
が
進
み
、
今
で

は
15
名
程
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
若
い
人
が
後
を

継
い
で
く
れ
れ
ば
い
い
の

だ
が
・
・
・
」

　
さ
わ
や
か
な
温
泉
の
あ

と
、
是
非
立
ち
寄
っ
て
み
て

下
さ
い
。
新
た
な
発
見
が

あ
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

　
７
月
11
日
（
木
）
長
尾
会

館
の
『
ま
ん
の
う
和
太
鼓
教

室
』
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

地
区
の
獅
子
舞
が
途
絶
え

て
、
子
供
の
頃
に
親
し
ん
だ

大
切
な
音
と
リ
ズ
ム
を
再

現
し
た
い
と
集
ま
っ
た
有

志
が
『
ま
ん
の
う
和
太
鼓
教

室
』を
立
上
げ
、月
２
回
、第

２
・
４
木
曜
日
に
練
習
を

し
て
い
ま
す
。指
導
者
の
野

中
先
生
は
関
西
で
プ
ロ
と

し
て
活
躍
。石
川
県
出
身
で

す
が
、
香
川
県
に
縁
が
あ
り

地
域
の
方
の
熱
い
気
持
ち

に
賛
同
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
和
太
鼓
教
室
の
会
員
募

集
を
す
る
と
４
月
の
体
験

教
室
に
10
名
が
、
５
月
開
講

で
は
６
名（
男
３
名
・
女
３

※

年
末
年
始
以
外
年
中
無
休

　
８
時
〜
17
時
オ
ー
プ
ン

　（
火
曜
日
８
時
〜
15
時)
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